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金のアヴェイラピリティ〔ケイ Yズの用語では abundanceof credit)を重視する。
貸付市場が完全競争的でないかぎり，銀行の資金供給量の変化が企業の投資決
意に及ぼす効果は利子率変化のコスト効果同様に重要であるとして次のように
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この引用から明らかなように，貸付市場の不完全性に着目し，しかも金利以
外の諸要因を信用供与基準として重視することによって「満たされざる借手の























































geman [6Jおよびそれに対する rep!yとしてQ)Kareken， [l3)が且要 Gある.
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て L(l十r) は元利合計を表わす。表現の便宜上 1十γ=R と置しさらに




EY=~1 RJ(i)dx+ J"xf(x)dx (2-1) 
右辺の第1項は投資プロジェクトり粗利潤が貸出契約額(元利合計RL)を上
回る場合の収入， 第 2項は投資プロジヱクトの粗利潤が RLを下回る場合の
収入である。第 2 項が示すように，借手の投資プロジ ~!J トの収益が元利返済
額を下回わる場合， 貸手は投資プロジ z クトの収益の全額を差押える(没収す
る〉と仮定する。 (2-1)式から明らかなように，期待所得は，Kが与えられ
ると RLのみの関数となる。そこで (2-1)式から
8EY -rfK N .. 7 ，_ 82EY ヲVai =LJ J(x)dx，かつ IJR'士一L".f(RL)信仰
IJEY ここで，万支ーの符号は一定の貸出額 (L勺に対して， RL*<Kの場合は明






















































































































































ツ型の，2母数接近法J(two pa四回目erappr岨 ch)に従って，次のような 2つの
パラメーターに依存すると仮定する。
0，= U;(E[D;J. d2D') (3-1) 
ここで，0;はi番目の顧客の預金 D，より生じる銀行の効用であり， それは




102 (102) 第 115巻韓1.2号
預金の期待値 E[Dよおよびその分散 a2D. に依存する。さらに，次の仮定が
設けられる。

















f)EW，l、 Ba2Di ...^ 




f)[主 f)U， fJE[D，J、 f)U，iJq2 
百面白五守主!:cl.-+高言3tL 〈3の
7) Kane:Malkiel (11) p. 122 
信用劃当と銀行行動 ぐ103) 1m 










は他行へ優良顧客をとられてしまうという危険 ケイ Y二マノレキー ノレの用語
によれば「全体的な危険J(aggregate risk)ー ーーを冒す乙とになろう。 ここで，







それ以前の好況期における銀行の貸出政策の関数 (afunction of bank 1叩 npolicy 






8) Kane=Malkiel，晶id.p. 127 

































信用割当左銀行行動 (105) 105 
彼らの結論は結局，次の 2点に集約される。第 1は，従来の信用割当理論の
定式化，と〈に資金供給関数の準出において中心的な役割を担わされた資金返























客の投資プロジ zクトから生じる収益を Z とし，銀行はこの収益が生起する確
106 (106) 第 115巻第1・2号
率に対する主観的評価として確率密度関数);(めを想定するも白とする。);(x)
は連続かつ少な〈とも一次微分可能である。きらに銀行は顧客の取益zについ
て最大値 (K，)および最小値 (ι〕を予想すると仮定する。すなわち， x>K. 
および zくιに対して j;(x)=0となる。そうすオ暗主番目の顧客への貸出
に伴なう銀行の期待利潤 (P，)は次のように書き表わされる。
iK， iR，L， P，=R;L1~心メ(x)ゐ+jkg d(z〕dkz， (44〕








自PiL:ニ R，(l-F;(Rム))ー 1=0 (4-3) 
&'P， 2階の条件は瓦有=五(R;L，)R2，くO となり，満足されるl したがって，
(4-3)式から z番目の顧客に対する最適貸出額L，を R;の関数，すなわち，
11) Freimer-Gordon (4J !.!.投資プロジェクト白規模が貸出額と独立である場合をfi.xeds国
investment，それが貸出衝に依存する場合を variable町田 investmentと完議し， 両者。実質
的な差異を重視する。しかし， variable 'size investmentの缶定白場合においても，投賢プロジ





r ~r ，lR，L， fR.L，...r'，l .........fRIL P，=(R，-l)L，+ll xF/x) I~"''''''-I :.".jJ'，μ-)dxf ":"R，Ltl ~u" Yi(x)dx 
ιι
fR，L< =(R，-I)L汁RムF~(R，L!)-k，F，(ん〕 l b Fdz〕dz R心 F，(Rム〉
4-R.L，F，(ん〉
fR，Li，.，，/ "， 1，. fx 1' ，¥ =(R，ーI)L，-1';，L<F，(x)dx 但L.. F，(x)= 17メ(x))
J R 麿E 、 J'κ略“‘


























① L.=O for'R.<I 
② O亘L‘亘ι/I forR，=I 
@ R，L，亘K. for a1 R. 
@ lirn L記~O
R.→∞ 





('K， r-/ '< ，_ ('R.L P巳=R，L，I:~ f.正x)d:.τ十 1';'LIXf，(X)ー ILJR，L， J ，，~-'~ • J k-t
fR.L =R，L，{F，(瓦)-F，cRム)}-ILι+J~'L'xjì(x)dx 
rR唱L=L，{R，(l-F，(R，L，)) 刀1-1~1I."~xf，(x)dx ("・ F.(K，)=l).，古
fR，L; =lh zf4(z〕dz (・ (4-3)式より〉
. p，品L〉=JftLxfh)dZ=[品〔め1244
=H，(R，&)-H，(k.) 但じ，H，(x)~f x.f<(x)中〕
dP， I TI-;- ハ Ij" D dL，l
よって， zzlL=L(R4〕=R心λ(Rム)¥L.+R号制
他方.(4-3)式を R，で徴分し整理すれば，
L+RAょ堅手!L， これを上向こ代入するとdR也 R，f(R，L，) 
dl:'， I 八ハ←一一k ，，^， ~Lも (1 -F，(R雷L.))>0， for k，くR，L，くK， Q.E.D. dR. [[..=1-バR，)
108 (108) 第115巻第1・2号
銀行行動古前提にして導かれる貸出供給曲線の基本的な特徴である。
次に貸出需要曲線が導入きれる。 z番目の顧客の資金需要 D，は上岡の DD
曲線で示されるように.R.に関して右下りであり. しかも連続かつ2次微分
可能であると仮定される。 さらに，D;は金利がo(すなわち凡=1)でもある


































fJP 百戸口F;C丸山)(D;+丸町-ID!=O (4-6) 
上式の右辺は R;のみり関数であるから， 極大のための2階の条干が満足され
ると仮定すれば. (4-6)式を解けばR;*が求められるu









iiP，1 寸胃| ニ [1-FiCR，D.) J (D. + RJ)/) -ID/ 
i)R，IRι R， 
= (1-F.(A.L，) J La [1-F.(瓦.r;，)]瓦[5/-115/
= [l-F!CR.，D)J五十万/((l-F，(瓦工ι))R，-l]
= [1-F，(fιL，)]L，>O (.; (4-3)式より (1一五)R，-I=O)
他方， (4-4)式から D，(R.M)=Oである。
ap， I 













Pb九はそれぞれ顧客 L顧客2から得られる期待利潤である。ここで，P1， P2 
は R に関して globalconcavityであると仮定する。そうすれば， (4ー 7)式を
極大にする最適共通金利くP とする)は uniqueに決まる。ところでいま，銀
行が完全差別独占的に行革bした場合の顧客 1，顧客 2に設定する差別独占金利
をそれぞれ R1*.R2*とし J Rl*~三R♂とすれば(こうしても何ら←般性は失われ
ない)， R*，R九 R♂の間には次のような関係が成立することが明らかである。
Rl*~三R* ご三R，' (4-8) 
すなわち最適共通金利は双方の顧客に対する斧別独占令利の中聞に位置する17)"，
oF< I ττ| くO よって(4-6)式を満たす R;*は極大の2階の条件よりdR! IR;=R • .M 
豆、亘R.'くR'でなければならない。 Q.E. D 
なお，別の証明としてジャツフェ白ように等矛IJi聞曲線 (iso-profitcurve)を用いて，
幾何的に証明する方法もある o Ja古田口0)p.39. 




官P"'--A~' oP，1 ^ oP，1 号去すく0，また長与←，_ _o~o， τ百一，­aR~ v ， ~ '-oR IR=R♂ aR IR=R2* 
aPI _op.1 .oP.1 _oP， 1I~ ...=';'-D' I~__~.+'~tn" I~ 百五 i 市~O (".- Rj"t'壬R2")oR IR~Rグ aR IR=R，*' aR IR=Rl*~ a.叉 IR=R.。IPI ap，l ，ap内 _-oP1l
互主!R=R.*=aR' IR=R.'I< +震 lbRfEE|RERJ豆o.(目 R，'孟R.勺
ap 百歪 ~o を満たす R' は uUlque でFつ ， Rl*~R*~R2* となる。 Q. E.D 
信用割当と銀行行動 (111) 111 
ところで顧客 1に対しては， (4-8)式および RFE三R， の関係より R*孟R，*孟R，







町 _iiP， I ょ~P21
百R IR~R， -71友 IR~ j;， 寸 iìR IR~R， (4-9) 
乙こで.P1.九は Rに関して concaveであり， かっ Rl*~R2壬R2* から，
iiP， I _^ ilも _^ ，~ ， ._iiP I 芸品i 豆0，百τI _ ~O，ゆえに. '~~ 1- の符号条件は不明である。
U.K IR=R， U1ミ IR=R. 、IR里氏z
iiPI 










ap I ap， I ， .P， I 
18) 顧客 2に対して信用割当が生じるりは， 百豆 IR~R，~ず|R=aJEt|R42く0 の場合で
あるロこのとき顧客lおよび顧客 2に対して設定する最適共通金利R取は決式を最大にするRco
値であるー rRD，_， _. rRL. P~P， (RD，)+P，(RL，)~(R-l)D ，ート 'F，(x)dx+ I :~~'Xf2(X)dx これに対L.，
aPI 百支IR_R，>Oの場開方の顧客に対し信用割当は生じない。こ批判P は，P=Pl(RDJ) 































































とみなされるのは， (1)法律による金利上限および primerate conventionによる金利下限の存
在， (2)個々の顧客に対して夫々異った独占金利を設定することへの銀行自社会的配慮 (3)銀行の
貸出 managem刊 tの煩雑さ等が挙げらわょう e アメリカの銀行費付市場の仲栴については，
Jaffee=Modigliani，噌 CI!.， p. 859-861参照。
却〉 貝塚啓明=小野寺弘夫[2-2J19-~ ジ「結局において負出生命止ろJ、そる P5 三ふ与を告~i担金
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